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横山

日曜日、そして選挙の投票日というたいへん、なん

か雰囲気としてあわただしい日なんですけども、そう

いった中、この生活体験学習学会主催のシンポジウム

においでいただいて本当にありがとうございます。今

日は生活体験から17歳を問うという、ちょっと変わっ

たテーマでのシンポジウムです。主催がまず生活体験

学習学会、おそらくこの学会何だろうとお考の方もい

らっしゃると思います。最初にその辺を説明申し上げ

たいと思います。子どもたちはご存知のようにみんな

大きな、ロマンチックに申し上げるんじゃなく事実と

してですね、たくさんの可能性をもって生まれてきま

す。しかし、あとからいろいろと実態が出てくると思

いますが、残念ながら、今は夢いっぱいという感じで

はない状態に入ってきています。そういったことに対

していろんな考え方がありますけれども、私たちは生

活体験が非常に重要じゃないか、親子のあり方にして

も、結局子どもの生活にはねかえる。教室、学校のあ

り方も全部生活ですね。そういったことで、10年ほど

前でしょうか。飯塚市の隣の庄内町に生活体験学校と

いうのがつくられたわけです。それはどういう学校か

といいますと、これは庄内町立なんですけども、熱心

な方々の支えの中で今日までいろんないろんな活動を

してきてるんですが、家庭でできる生活、すべき生活

ですね、朝ご飯を食べる時間に食べる物をちゃんと食

べて、そして勉強に行って、それから帰って遊んで、

あるいはお手伝いをして、そして寝る時間に寝る、こ

の当たり前の生活がなかなか難しい。そういった状況

の中で地域に、生活する場をつくったわけですね。で、

そこには畑があります。それから動物を少し飼ってま

す。子どもたちを募集をします。で、１週間ほどなん

ですが、子どもたちがそこに泊まって、５年生６年生、

だいたい10人単位ぐらい。その子たちがここで自分た

ちでご飯を作ったり、お風呂を沸かしたり。きょうだ

いでない子どもたちが一緒に宿題をしたりして、朝は

学校に行く。で、帰ってきたらまたそれをやる。家庭

が難しくなっていることをここで少しやってみて、そ

して家庭、お母さんお父さん、こういう風にやれば子

どもたちはこんなふうになるんですよ、ということを

学んでいくわけなんです。そういう場として生活体験

学校がつくられたわけです。この考え方が今全国に広

がっております、福岡県からですね。文部省の中教審

の中でも出てきます。そういった中で、私たちは縁あっ

てその学校に関わらせていただいてきました。生活体

験と今よく言いますが、これもやっぱり学問的にもで

すね、きちっとおさえる必要があるんじゃないか。何

が生活体験で、どの時期にどういうことをするのが大

事なのか、ですね。単なるイベント的な体験でだけで

はいけないわけです。で、そこで前から話がありまし

てですね、仲間、いっしょに取り組んでいるメンバー

達の中から、学会をつくろうと声があがりました。生

活というとなんか学術的じゃないんですけども、やっ

ぱりそれなりに考えてもらうには学会をつくる、この

問題について言及する若い人たちが育ってなければい

けない、ということで、この３月に学会を立ち上げま

した。で、特徴がありまして、１つは、社会教育とか

生涯学習関係者ですね、あるいは私のように発達心理

学・児童心理学、あるいは臨床の方、あるいはお医者

さんもおられます。それから歯医者さんもおられます。

それから福祉学の先生、あるいは食物栄養学の先生方

もおられます。で、学際的な性格をもっている。生活

は全部関係しています。それからもう１つは、学者だ

けではなくて、実際に子どもたちと取り組んでいる。

全国にいっぱいおられます。そういった方達と手をつ

なごうといったことで、実践者が各方、そういった形

でですね、要するに研究的な面と実践的な面、そこに

いっしょになりながらですね、子どもたちの豊かな体

験、本当の体験というものを育てるようする、子ども
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たちの発達、健全な事実を普及するようにやっていき

たい、ということで説明は長くなりましたけれども、

この生活体験学習学会を今年３月に立ち上げたという

わけです。今、様々な活動計画を立てているところな

んですが、先日の理事会のほうで、先日から問題となっ

てます、思春期の子どもたちの問題ですね。17歳を象

徴する問題について、我々の生活体験学習学会の立場

からですね、いっしょに考える場をつくろうじゃない

かということが、今日登壇されている長崎大学の猪山

先生から提案がありました。実は10月ということだっ

たんですが、論議の結果、いや～やっぱり早いほうが

いいな、選挙の日ではあるけれども今日やろうという

ことになりまして、場所があいれふとかアクロスとか

いろいろ交渉したんですが、もうどこもありませんと。

申し訳ないことですが、狭い場所なんですけどもここ

を貸していただくことができました。ということで今

日の開催ということになったわけです。さて、今日の

テーマに関してなんですけども、生活体験、皆さん方

あまり聞き慣れないかもしれませんが、ちょっとこう

いうことを申し上げときたいと思います。私の尊敬す

る写真家なんですが、田沼さんという方がこういった

本を出してます。『地球星の子どもたち』そして見られ

た方もいらっしゃるかもしれません。世界百数カ国を

まわって子どもたちの写真をとっております。そして

この方が最近出さったもうひとつ大きな本があるんで

すが、『人間万歳』という本の中でも述べているんです

が、「目で見れば貧しくとも自然の中でおおらかに育っ

ている子どもたち、この目はきらきらと輝いている。

しかしながら反対に物質的には豊かでもテレビゲーム

や受験勉強で部屋に閉じこもっている子どもたちの目

には目の輝きがない」、こういったことを言っているわ

けです。百カ国を見てですね。さらにはこう言ってま

す。「子どもたちが育っている。その生育の土台は遊び

である。そのことを子どもたちを見て痛切に気づく場

を教えられた」という書いています。残念ながら日本

ではほとんどの子どもたちの遊びという生活体験はあ

りません。私たちは今日、一番本当はいい時期、もが

きながらもですね、こう悶々としたりいろいろあるわ

けなんです、青年期、17歳、18歳。しかし、それでも

自分をコントロールし、羽ばたこうとしてるいい時期

なはずなんですね。その子どもたちがなぜこういうふ

うな状況になってきてるのか、私たちはどういったふ

うにこれから対応を考えていったらいいのか。こう

いったことを生活体験という側面から、皆さんととも

にですね、論議をしていきたいと、こういうふうに思っ

ています。今日は司会を佐賀大学の上野先生がしてく

ださいますが、シンポジストの皆さん方が話すだけで

はなくて、討議の時間を用意しておりますので、皆さ

ん方からもどうぞご意見を出していただいて、実り多

い会にできればという風に思っております。長くなり

ましたが、始まりの挨拶とさせていただきます。皆さ

ん、どうもありがとうございました。

全体司会者

それではコーディネーターは、先ほどご紹介されま

した佐賀大学助教授の上野先生です。先生どうぞよろ

しくお願いいたします。

上野

みなさん、こんにちは。ただいまから緊急シンポジ

ウム「生活体験から17歳を問う」を始めさせていただ

きたいと思います。先ほどこの学会の会長でいらっ

しゃいます横山先生からの説明がございましたけれど

も、準備の期間が１ヶ月くらいとたいへん短い期間で

今日を迎えております。会場についても無理を言いま

してこちらを使わせていただいております。それから

入口付近には立っておられる方がいらっしゃいますの

で、どうぞ中のほうに少しずつお進みいただいて少し

移動していただければと思います。どうぞみなさんご

協力よろしくお願いいたします。

(全員席を少し移動）

110 日本生活体験学習学会誌 第２号



どうもありがとうございました。ご協力ありがとう

ございました。実は私ども、こんなにたくさんおいで

いただけると予想してなかったもんですから、椅子は

70くらいで大丈夫じゃないかと思っておったんですけ

れども、ほんとに椅子の余地もない100名を超すたくさ

んの方々が、今日はお集まりいただいてほんとうにあ

りがとうございます。

最初にちょっとお尋ねしたいんですけども、私ども

今日はどういう方がお見えになるかということは予想

つかなかったもんですから。ちょっとお手を上げてお

答えいただきたいと思います。皆さんの中で保護者の

方…３・40くらい。幼稚園・保育園先生…20名くらい。

小学校の先生…２人。中学校の先生…いらっしゃる。

高校の先生…若干名。教育行政関係の方…何人か。そ

の他の方…学生さんですね。それでは今、保護者の方

をはじめ、就学前の子どもさん相手のお仕事の方たく

さんいらっしゃるかと思いますけど、このシンポジウ

ムをなぜこのように緊急に開催したかといいますと、

私が所属しております佐賀県で、バスジャック事件が

起きました。５月の３日、４日にかけてのことであり

ましたけれども、この事件はバスジャックが象徴的な

事件というだけではなくて、連続した事件の一つであ

りましたね。つい先日でも岡山で事件が起こりその前

は沖縄でも起こり鹿児島でも起こりというふうに続い

ているところです。このような事件を見るたびにどこ

で起こってもおかしくない、また佐賀県のバスジャッ

ク事件の際には、少年の姿をテレビカメラがとらえた

時に、同じくらいの子どもさんを持つお母さん方は、

うちの子じゃないか うちの子が遊びに行ってません

か というふうに、我が子の所在を電話で随分確かめ

られたそうです。新聞記事を今日の資料の中にも入れ

ておきましたけれども、そういうことが起きているわ

けですよね。このような事件の新聞報道などを見てお

りますと、わりと大きな新聞報道が少年たちの心を読

み解くという、心の風景を観察記事で取材をされてお

られるところが多いかと思います。そしてそれも精神

医学関係の先生方のコメントなどがついているケース

が多いかなあというふうに思います。けれどもこの心

を読み解くっていうことはとても大切なことだと私思

うんですが、その一方で心を読み解くだけではどうい

う問題が起きるかというますと、その少年の心を理解

できなかった親は一体何をしていたのかと、その少年

の心を受けとめることができなかった教師というのは

一体どういう仕事をしてきたのかというような責任が

追求されるだろう。そして、それを対策として行政の

政策として打ち出していこうとしたら、スクールカウ

ンセラー、カウンセリングの強化であるとか、また心

の教育に代表されるような教育の在り方、精神的な面

を重視ということだけが前面に出てきてしまうのでは

ないだろうかというふうに思われるわけですね。カウ

ンセリングの中の役割ってのは一見大事かと思います

けれども、心の持ちようだけではやはり解決できない

問題ってのもあるんじゃないだろうかというふうに

思っています。むしろ、このような問題を生みだして

しまった社会の在り様というもの、また学校の在り様

というものを変えていこうという視点というものから、

カウンセリング・心の教育だけでは出でこないという

ふうに思われるわけです。そこで、このような私ども

の社会とか大人の関わり方というものを変えていこう

としたときに、その変える一つの視点というものが、

この生活体験というキーワードだと思っているわけで

ございます。

この生活体験について、この17歳問題と関連して今

日は４人の先生方にご提案していただくようにしてお

ります。向かって左側に座っておられる先生が長崎大

学教授の猪山勝利先生でいらっしゃいます。そのお隣

が佐賀県で臨床心理士をやっておられます、西村喜文

先生でいらっしゃいます。そのお隣が甘木市子どもの

文化ネットワーク代表でいらっしゃいます窪田貴子さ

んでいらっしゃいます。そしてその次が福岡県立大学

教授の森山 一先生でいらっしゃいます。そして最後

に学会長でもいらっしゃいます、また今日はコメン

テーターを務めていただきます横山正幸先生でござい

ます。よろしくお願いします。それでは進め方ですけ

れども、この４人の先生方に最初お１人20分程度問題

提起をしていただきたいと思っております。そして、

問題提起をしていただいた上で横山先生に若干のコメ

ントをいただいて、休憩に入ろうと思っております。

後半の部分では皆さんがお日頃感じておられる問題点

ですとか、またこの17歳問題に関わってのご意見など

をいろいろ出していただきたいと思います。それを少

し整理しながら各先生方からまたご意見を賜わりたい
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と思っております。そういう進め方で進めさせていた

だこうかと思っております。それでは、トップバッター

としまして長崎大学の猪山先生からご提言をいただき

たいと思います。

猪山

こんにちは。あの、立ってるとですね、つい講義調

になりますので、座らせていただいてもよろしいで

しょうか。時間もありませんのでさっそく内容に入ら

せていただきたいと思うんです。レジュメに書いてあ

りますように、新たな少年期を作ろうというのが私の

根本的な、今日皆さんに問題提起をさしていただきた

いことなんです。実は５月の４日の日は、実は５年前

頃から長崎大学の学生たちといっしょに不登校児のフ

リースクールを長崎駅前でやっておりました、高校時

代から知っているんですけれども、包丁を持って、お

母さんに切りつけた子を１ヶ月前に学生と私で対応し

まして、よかったなあって言ってたのです。テレビを

つけましたら11時ごろにNHKで事件があってたも

んですから、それから寝れなくなってですね、朝も９

時くらいまでずっとほんとになんていうか、皆さんも

そうだったのではないかと思いますが、私ももう他人

事ではないなぁと感じて、見ていました。で、見なが

ら、私自身は人生の第２の人間の危機は少年期と思う

んです。最初は生まれてから、３歳くらいとよく言わ

れますよね。これはやっぱり自分の足で立てないとき

に誰かのほんとに信頼されるやっぱり支えがあってだ

んだん自立していくわけです。ある意味では、私は10

歳、今世界的には10歳といわれてますけれども、10歳

まではある程度教師や親たちが支えてくるわけですけ

ど、それまでに支えられたかの問題もあるんですがあ

るんですが、やっぱりそれから本当に自立していかな

ければならない人生第２の危機がこの10歳くらいから

ですね。今まではどちらかというと、その10歳の危機

は日本の歴史を考えると、ある程度子どもは遊びとか

集団とか家庭とか様々な経験をしながら学校とうまく

重なってきました。特に日本の場合は、世界と比べて

もそんなに大きくなかったのです。これが根本的に壊

れ始めたのは1960年代、ちょうど高度経済成長の時か

らだと思います。とにかく学校の成績でいわゆるいい

高校、いい大学、いい就職・企業にはいればいいとい

う価値観が非常にワンパターン化して、だんだんだん

だんみんなも忙しくなったこともありまして、従来の

地域がだんだん希薄化し、したがってそこの子どもの

場もだんだんなくなってきました。今日私露骨なこと

を言いますけれども、子ども会などの集団もそれに対

応できなかった。そういうことで地域それから家庭の

電化製品様々で子どもの場がなくなった、あとは学校

だけ。また遊びの時間も塾とかそういうことで奪われ

る。本当の言葉でいう主体的な自立経験というものを

つくるということが、ほんとに希薄になっていると思

います。まぁそれで、特にはかつてはそっから落ちこ

ぼれて成績が悪いとか、いわゆる経済的に恵まれな

かったから盗みをするとか、これらは非行と呼ばれて

たんですけれど、今いわれてますように、中学生の不

登校なんかが問題になり、まぁいろいろな原因がある

んですけども、小学生上学年の時は非常にいい子でし

たといって私の研究室で泣かれるお母さんが多いんで

すね。つまり、悪いことをしないで、成績はクラスで

５番以内と言われることですけれども。やがて実際に

自立を迎えるときに、ほんと、様々な経験というより

か、成績よければだいたいの親はそんなに文句は言わ

ないし、文句いわないどころか、経験を打ち消すよう

な物を与えて部屋を与え、自分で立ち上がっていくと

いうパワーをつける様々な取り組みをしないのです。

昔はそんなに教育的ではなかったんですけども、逆に

家も子どもがいないと、地域も実は遊びだけではなく

て子どもに役割があったんですけれども、そういうこ

とを通して子どもは実感をもって、自分を育てるとい

う事ができたんです。ですから、中学生の調査をする

と、よくテレビを見すぎだからああゆう人を殺す、テ

レビゲームをしたからといいますが、それが一番充実

しているという子がいるんですよ。一般的に見たら転

倒してると思うんです。漠然とした勉強、なんとなく

親のお説教ともなんとも分からないような話よりも、

一番実感があるといったりするわけですよね。だから

テレビやテレビゲームの認識がそれを作るというか、

この前非常に実感…、そこが濃密な経験をしている子

どももおるわけで、さらにそれをもっとリアリティに

実体験したいというふうになる子も結構増えていて、

それはいわゆる逆にいい子だったから、人を泣かした

りすることもなかった。この思春期というのはやっぱ
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り自分とも葛藤しながら生きていかないといけないの

にそういうパワーを持てなくなってる。それがいろい

ろな刺激があると爆発するという状況が起こっている

と思うんですね。原因ばかり言っててもしょうがない

んです。私もぜひ皆さんと今日いっしょに評論や分析

をもうする気にはなりません。それよりか、ほんとに

ただ抽象的なことではなくて具体的にどうするかを、

今日話したいと思っています。やっぱり自立する、も

ともと不安定な時期ですね、皆さん自分で考えてです

ね、早い方もいると思うんですけれども、小学校上学

年から中学生は実にですね、精神的にみんな不安定な

ときなんですね。不安定だからこそですね、ほんとは

２つのことをしっかりしとかんといかんと思います。

１つは親密権といいますけども、友達とか家族がほ

んとに、新しい形で幼児のときとは違う形で支える、

人間関係や場所として居場所になるということですが、

はっきりいって長崎でも4000人の中学生調べまして、

ほとんどが恵まれているから自分の部屋、家に帰って

くるだけで親子の会話なんてなんかいっしょに作業し

ない限りはそんなに生まれるはずがない。しかし、そ

の家族の中で、あるいは家族が離れても地域とかや

様々な活動をしてたら、体験をしてたらそれをめぐっ

て関われるんですよ。そうじゃなかったら、勉強しと

るか 友達はいるんか この頃どうか そういうこと

をいってかえって会話したために非行化するという事

件も起こったり、茶化すわけではないんですけども、

そういう点で、今中学生はほんとにですね、自分を理

解してくれてないというのはあるのかということを思

わないといけないんですね。変に100％自覚していると

いわれることは自立度がない子どもですから、半分は

そう思ってもらわないと。つまり反抗しない子どもは

逆に大学とか社会人になったときに倒れるというのが

多いんですね。大学も企業も特に優等生のところで不

登校児が大学でも企業も起こり始めてます。そういっ

た意味では反面はこの、反抗しないといけないんです

が、もっと具体的な自覚を持つ、同時に支える人間関

係そこで新しくできる必要はある、ただ乳幼児期の丸

ごととは全然違うということですね。そういうことが

まず１つ大事だと思います。

二つ目は皆さんよく考えたらもちろん学校の教師と

いうことが非常にイメージが残ってると思いますけれ

ども、今大人であった人は家庭とか地域、それからそ

の場の中の友達関係のなかで様々な人間関係や体験を

したから皆さん自立してきてるわけで、したがってそ

の場が必要なんですけども、地域が非常に弱くなって

きている。家庭が…これを今日いいたいんですが、消

費生活ということが非常に進んできて、子どもが消費

するだけの存在になってつくっていく、自分が新しい

ものをつくって評価されるという様々な体験と、それ

から友達関係でさえ弱くなっていて、ですから親とか

地域の人とか地域の青年とか高齢者とか、それは部分

的に学校のボランティアとかくらいとしか付き合わな

いので、継続してないということが非常に大きいなと

思います。その反面学校生活が非常に強くなっている。

私も中学や高校の先生で学校の勉強をしないと将来ダ

メという教師はもっとも軽蔑しますけれども、学校の

勉強だってきついのにさらに家でまであるいは塾まで

追い込んで、非常に身体が弱くなっている、ストレス

が溜まっている。その中で自分がなんであるかますま

す分からなくなっている子どもが非常に多いのです。

もちろん学校は私はほんとにつくり変えてもう一度、

もっと子どもたちにいろいろなことをやらないかん場

につくり変えないといけないと思いますけど、そう

なってない。

言いたいことは３つです。よく考えたら子ども青年

といいますけども、少年という言葉は本当に使ってい

るのは今まで研究の、心理学とか教育学とかそろって

いいますけど、ほんとにそのときをどうするかという

ことはですね、まだやはり、教育も様々なとこもつくっ

てないと思うんですね。私はぜひ、少年期という10歳

から17歳、こういう事件で少年法を変えてもっと厳罰

にせんとという意見がありますが、私は声を大にして

半面は正しく反面は反対といいたいんです。つまり、

ヨーロッパの少年法など非常に厳しくし始めているん

です。それはなぜかというと、中等教育ですね、中学

校くらいから働くとか、いろいろ様々な子どもたちの

場をいっぱい与えた上でちゃんと責任取りなさいと

いってるのに、日本はそういう場を与えない。ないし

て少年法という形で押し付けたらもっと陰湿なですね、

様々な事件は逆に起こると思います。こういう点でゆ

くゆくはですね、私の少年法改正は賛成ですけれども、

今のところはもっとそれよりか子どもたちが生き生き
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と人間らしくですね、活動したり育つ場をまず与えて

ね。与えてるにも関わらず君達はそういういうことを

悪いことをしている。その時にはやっぱきちんとです

ね、責任をとらせる少年法にすべきだと思うんです。

そうすることも含めて私は10歳から17歳で選挙権、今

日はあれですけども、もう本当に日本だけですよね。

外国では18歳で選挙権になっているんですけれど、日

本はご存知の通りでそういう点で本当に、青年期を文

字通り18歳から始めさせる。その前の少年期をきちん

とですね、つくるということを考えていく。もちろん

そのためにはもう学校制度とか様々変えていかないと

いけないんですけれども。

あと時間は５分になりましたけれど、私はこういっ

ているんですよ。今、10歳からですね、子どもたちと

家族や地域も新しくですね、大人も一緒になってつく

ろうということができたらいいですね。20世紀のこう

いう物質的な消費生活が幸せだというこの社会をです

ね、子どもたちと転換できる。もう１つはマイホーム

が幸せであれば地域がなくてもまぁ生きていけるとい

う、このあり方を変える非常に大きいですね、チャン

スが来てる。だからぜひですね、今日は危機ばっかし

じゃなくてですね、この危機は新しい少年期と、そし

て新しいですね、地域を中心とする人間の共存関係、

家族がしっかりせえっていっても、はっきりいますけ

ど家族は私の研究ではどんなに頑張っても４割くらい

しかもう少年期の場はないといわざるを得ません。ま、

今日は細かいことは言えないんですけれどもね。した

がって、もうマスコミも今度の事件では、家族は先生

は…ともう非難するんじゃなくて総合的に考えていか

ないかんなあというふうになっているのは、私も正し

いと思うんですね。したがってそういう点で少年たち

と新しい時代を、具体的な生活体験を作る中でつくっ

ていこう。そのことによって子どもたちは本当に実感

のあるですね、自分を認める自尊感情、つまり英語で

self-esteemといいますけど、そういうものを設けるこ

とができるのです。資料に書いている後半のことです

けれども、１つは具体的に子どもたちがですね、単に

与えられた場をいろいろ活動するっていうのはいっぱ

いあります。じゃなくて、子どもたちが企画して、し

かも子どもたちが、従来の地域や家庭での挑むことの

できなかった新しい役割に挑ましていく。子どもは

我々に比べたらはるかに情報とか持ってます。今情報

が悪い情報が悪いというのではなく、その情報をです

ね、本当に、創造的な主体的な役割に結び付けていく

んですね。学校も教える事をですね、まぁ６割くらい

でいいんで、子どもたちがそういうことをやっていく

ことを支援する教育であってほしいですね。地域の仕

組みを変えていくことが、私大事だと思うんですね。

３つ書いてあります。１つはやっぱり開放する、ス

トレスが非常にくる大人もそうですけれども、遊びや

自然体験や文化体験などをもっと、作って、しかも大

人が作るだけじゃなくて子どもたちもですね、それか

ら自己価値体験と思っているんですけど、自分が本当

に何かを作っている、自分が役割を引き受けていると

いう体験をですね、家庭も作り返さないといけないと

思うんですよね。部屋を与えてばらばら家族が多い中

に、もう１回家族とは何かというのは、今のままでは

親が自覚したってどうにもならんわけで、家族生活そ

のものから作り変える。そして、書いてあるんですけ

ど、遊び、それから大人たちを交えた社会、人間関係

を作っていく。そういうことが大事だと思います。そ

れから時間がありませんし、西林さんをあとから言わ

れると思うんですよ。そのためにはやっぱり子どもが

育つ仕組み、システムを作り変えるほかはない、もう

どうしようもない時代です。したがってそういう点で

は総合的にですね、子どもの私は居場所というか生き

る場所つくりをどのように作っていくかです。あとは

また時間があれば補足させていただきたいんですけれ

ども、あと30秒になりましたので、ちょっと抽象的で

申し訳なかったんですけれども、まず、最初の問題提

起を終わらせていただきたいと思います。

上野

はい、ありがとうございました。猪山先生はトップ

バッターということで、少し問題の枠組みといいま

しょうか、どういう問題があるんだろうかということ

についてお話いただいたわけなんですけど、先生のお

話の中では新しい少年期の構想といいましょうか、そ

ういう提案だったかと思います。1960年代以降、学校

が肥大化していく、またそこの保護者も意図していく

ような社会ができあがってしまった。そこで逆にいい

ますと親や地域のもっていた教育機能というのが相対
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的に低下していったという歴史だったんではないかと

いうご指摘だったと思います。そこで、21世紀を目前

とした社会の中で、学校も含めて地域・家庭の機能と

いうものをどのように再構成していくことができるか

という、そういう問題だったと思います。

次に西村さんからご提案いただきたいというふうに

思いますけれども、猪山先生のお話の中で、関連して

思ったことがあります。このバスジャック事件を起こ

した少年の母親の評価なんですが、地元ではいいお母

さんだったそうです。地域の活動もいろいろおやりに

なっている大変いい人だったというわけです。そして

事件を起こした少年も、とても育てやすかった少年

だったんだろうと思います。進学校でも県内でもトッ

プクラスの進学校を狙うことができた少年が、逆にい

うと、いい親、いい父親、いい母親、そして育てやす

い子どもがあったがゆえに何か見逃してしまった点が

あるのではないか。また、そういうことが報道される

につけ、あんまりいいお父さん、お母さんにはなれな

いとか、うちの子はあんまりできる子ではないから逆

に問題を起こしても当たり前じゃないかっていうふう

に、受けとめられ方など変えられる必要があるわけで

すね。そういった少し中に踏み込んだ議論について今

度は臨床心理士をしておられます西村先生からご提案

いただきたいと思います。どうぞよろしくお願い致し

ます。

西村

西村と申します。私は、佐賀を拠点に、又長崎は佐

世保で、実際に子どもの相談、心の相談というものを

やっております。スクールカウンセラーという立場は、

細かい事を言いますと、乳幼児検診発達系の相談で

伺ったりとかする、どちらかというと動き回っている

子どものカウンセラーと思います。というのは、もう

一種のこれは持論なんですけども、カウンセラーとい

うのは、個を対応していきます。個に対応していくん

ですけれども、それだけでは対応できなくなってきて

いるのが本当に現実です。学校や家族と地域の中で、

要するに一人のお子さんを見たときに、そのお子さん

が帰っていく地域の中で学校の先生とかあるいは地域

の方とどう関わったらいいかということまで踏み込ん

でいかないといけない現状があります。実際に、佐賀

の事件がありましてから急激に相談の回数件数が増え

ております。それは必ず、あの～うちの子もあれに近

いのだけれども…というのが特に多い。実際に私が現

場で相談を受けてますのは、もう実際に今首をしめら

れているんだけれども…とかですね、あるいは、あの

～包丁をもってるとかですね、もう本当に切羽詰った

現場の中で、それを今度は学校とかあるいは専門機関

とかにつないでは、どうやってつないでいくかととい

うことをやってるわけですけれども、今日そういう現

場の中でやっている立場として、子どもの姿をどんな

風に見たらいいのか、あるいはそれを地域の中でどん

な風に関わったらいいかということを少し、私なりに

考えたことを、実践していることをお話できたらなと

思います。先程、猪山先生のほうがおっしゃっていた

けれども、子どもの姿っていうか、子どものとらえ方、

人を見ていくときに、人間のその３歳あるいは10歳、

思春期、そして40歳、と言うのが大きな節目であると

私も思います。自分自身のこと振り返ってもそうだと

思います。と言うのは、その節目節目のときに、今ま

で古いものをもう１回整理して捨てて、もう１回生き

方というものを取り入れていく。それが思春期という

のはいっぱいあるわけで。だから、非常にもう混沌と

しているわけですね。私が思春期の子どもさんたち、

あるいは青年期の子どもさんたち、不登校も含めて、

非行も含めてですけど、接してますと必ず、またあと

で出ると思うんですけれど、乳幼児期の問題をきちん

と我々が把握しておかないといけない。乳幼児期が問

題だっていうわけじゃないんです。乳幼児期がどうい

うことが行われているかっていうのをもう１回把握し

とかないと。思春期の子どもたちは、乳幼児期のこと

をもう１回出してるっていうふうに私はいつも思いま

す。それをどう付き合っていくか。それはどういうこ

とかというと今日は時間がないのでそんなに長く言え

ませんけれども、私はやっぱり、発達の未消化という

のは必ず起きている。だから現場に小学校の先生が今

いらっしゃると思うんですけど、この会場に。１年生

を担当された先生がいつもおっしゃいますけど、５年

前の１年生と今とは全然違うとおっしゃいます。それ

は中学生でもそうだと思います。ていうのは、小学生

にあがってくるお子さんは、もう実際に排泄とか食事

のお世話をしないと一学期はおれない状況が、学校現
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場にはいくつもあっています。それくらい発達の未消

化ってのが起こっています。それは私が見た感じでい

うと、やはり、ここにかいてますけれども、心とか体

とか安心してゆだねていくっていうような３歳くらい

までの体験っていうのが非常にされてないんじゃない

かと。ていうことが１つあります。それは、母子関係

もあるし、家族の関係でもあるかもしれません。けれ

ど、そういうことが１つあるのと、それを体験して、

次に４歳くらいからのしつけの問題が入ってくるんで

す。そこの中で父性とか母性が家族の中に入ってくる

んですけど、その中で自己コントロールを学ぶわけで

すね。しちゃダメとか。それをですね、家族の中、家

族の中でそれをそのプロセスと地域の中でのそれを考

えた時に、昔はそういうことがあまりはっきりしてた

んじゃないかなあ。というのは、３歳までのゆだねる

ことを、昔だってたいへん、たいへんな時期に子育て

をいっぱいされているんですけれども、それをゆだね

ることを地域の中でいっぱいされてた。地域で子育て

をされてたことがいっぱいある。誰々ちゃんの子はこ

うだよっていうのが必ず地域の中で他のことがみんな

把握できた。あと、例えば、今度は自己コントロール

が家庭の中でできなくても地域の中で厳しいおじちゃ

んがいたりとか、優しいおばちゃんがいたりとかって

いうのが地域の中にあった。だから昔は、そういう共

同体があったわけですね。農耕民族でしたし。そうい

うものが地域の中でも家族の中でも家庭の中でも少し

ずつ崩れてきているんじゃないかなというのを少し思

います。そういったときに、私たちは子どもたちがな

にを言わんとしているかっていうと、ぼくたちのこと

を理解されてない。理解してよっていうことを言って

いるような気がします。私達は、皆さんもそうですけ

ども、自分のことを何となく理解してくれてる人がい

るっていうだけで随分ちがうわけです。自分達がかん

しゃくを起こしたり、ヒステリックになったりしたり

とか、いろんな人間関係トラブルは、自分のこと理解

してくれる人がいるかどうかの、非常に大きな、その

辺が出てくるんじゃないかなと思うんですね。例えば、

聞き手の問題とかですね。それこそもう、お母さん方

とかお父さん方と面接してますと、例えばですね、多

分こういうことがあると思うんです。例えば学校でタ

バコをのんだ。喫煙者、あるいは万引きか。そしたら

学校の先生が会ってくれないだろうかといわれると、

僕はもうお答えよりも、まず家族の方にお会いしたい

ということで言いますと、あるいは警察から報告する

場合もありますけど、そういう時に、お母さん方のおっ

しゃるのは「先生、もうタバコは許せるけど万引きは

ですね…」ていうのが非常に多いです。もうこれ現実

です。「タバコはですね、何かと許せるんだけど万引き

はね…」って実は、今度は万引きをしたお父さんたちに

来てもらうと「お子さんになんとおっしゃいました 」

と言うと「先生、万引きのもう、したんですよね 」っ

て話したら「万引きするくらいだったら欲しいものが

あったら言えっていっときました」。非常にそういう意

味で、私からいうと父性の部分っていうんですかね、

そういう厳しいの部分のところが非常に欠けてきて

るっていうのがある。それとあと、思春期の子どもた

ちともすごくつっぱってる。先程打ち合わせの時に

言ったんですけど、もう警察に世話になるわ、茶髪だ

わ、学校は昼から出でくるわ、教室から抜け出すわっ

ていうような子どもたちと、昨年10月学校に行きます

と出会いまして。「お手上げだから何とかしてくれ」っ

て言われるんだけれども、こっちも何とかできないと

いうことで。そして少しずつ子どもたちとコミュニ

ケーションとりたいということでお母さん方を通して

遠まわしに近づいていく方法をとりまるから。５・６

名ですけれども会えました。６名が１人１回あってま

すけれども。その子たちとカウンセリングをずっと

やっていく中で子どもたちが言ったことは「目立ちた

いんだ。僕たち目立ちたいんだ。目立つ場所がないん

だ」で、私そういう子どもに「自分のいいところ書い

て」というと「ない」って言います。「自分のいいとこ

ろ何もない」で、「自分がダメなところを書いてごらん」

と言うといっぱい書きます。怒られること、勉強がダ

メなとこ、それからあの、非行の子どもたちっていう

のははつっぱっているようだけれども、非常に自己概

念とかに関してとってもひくいんだなあということ。

不登校とかそういうお子さんたちもとってもそうです

けれども、子どもたちの中のそういうものがとっても

潜んでいるなということを感じます。それで、その子

どもたちがバンドをやっているということを聞きまし

たので。バンドを１曲今やってると。でも、みんなか

ら「うるさいうるさい」近所の人から「うるさい」と
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言われているということです。そのバンドで「学校で

目立ちたい」ということで言うものですから「じゃ、

バンドをどんな形でやっているのか」ということを話

をしましたら、子どもたちが「お母さんたちに理解し

てほしい」ということを自分の親に。あるお母さんが

とっても理解のあるお母さんがいらっしゃったもので、

そのお母さんに来ていただきましたら「自分たちも何

とか支えになりたい」とおっしゃったんですね。じゃ

あ部屋を開放してバンドの練習をさせます。今一生懸

命やって15曲くらい覚えて、先々週ミニライブを公民

館で行いました。私はその時に、この地域っていう猪

山先生とか森山先生の間で少しお話をしたことがあっ

たものですから、もう少し地域を活性化させたいなあ

というのがあって。じゃあ、公民館にお願いするには

どうしたらいいのか自分たちで考えてっていったら、

その茶髪の兄ちゃんたちが公民館の館長さんのところ

に行ったりとか、近所のところに行って音がうるさい

ですけれども当日はよろしくお願いしますとか、とい

うことを言ってまわるわけですよ。もう必死です。そ

して、あと、プログラム配り、そして、担任の先生が

来るかなあとか言うから、担任に一言自分たちから言

わせて、その間に僕はぜひ来て下さいと話をして、だ

から僕は全部裏方にまわって、当日私も行きました。

そしたらまぁ、バンドっていってもどなっているよう

なうるさいかなと思ったんですけれども、でもそのド

ラムはいいよーとかですね、ノートに書いて渡したん

ですけど。たまたま看板をですね、みんなでかいたん

です。その看板を見たあるお父さんが県の美術館に出

そうかと。「えー」とか思ったんですけれども。で、ま

た仕上げて出されました。でも予選落ちしたんです。

ダメだと言ってました。けれどそんなふうに地域のお

母さん、当日地域のお母さんとかみんな入れてスタッ

フ。私はこの子どもたちっていうのは、ひょっとした

らですね、不思議と茶髪がなくなってきたんです。今

もう半年以上経っていますけど、茶髪がなくなった。

相変わらず学校は遅れてきています。でも先生方は、

その遅れることを常に問題にされてますけど、私は先

生方に、遅れることうんぬんよりも、来た時にどう対

応するかを考えましょうと言ったら、保健室にいった

りとか私の相談室に来たりとか、あるいは教室に入っ

たりしているんですけれども。保健室で勉強したいと

言ったから、「好きなのしていいよー」と言ったら、小

学校４年のドリルを持ってきました。中学３年生、こ

れが現実なんです。子どもたちの。それを今保健の先

生といっしょにやっています。私はそういうことを支

えるということを、あのー、要するに私がいう支えが

ないというのはそういうこと、そういうことが支える

ことじゃないかなあ。１人じゃ支えられないわけです

ね、人は。そうすると、それを分かってくれる人を何

人か広げていくかっていうこと。そういうことが子ど

もたちは大事かなと感じます。思春期、ずっと私は発

達の未消化っていいますけれども、その時に子どもた

ちが思春期になってきますと、必ず先程言いましたよ

うに、自分でギアチェンジをして行こうとする時、ど

うしても心の部分がゆれてると、思春期本当に揺れて

ます。揺れて揺れてる中で、乳幼児期の体験が、例え

ばとっても辛い体験があったりとか、認めてもらえな

かったりとか、独占欲を体験できなかったお子さんた

ちはもう１回ですね、自分を固めるために、例えば内

に向かうタイプと、要するに不登校であったりとか心

身症的ですね、自分の体にこう向くタイプと、非行型

に外に向くタイプがあるわけです。それによって自分

をアピールしていく。それと、私たちが、あぁこの子

達はいいなぁと思うのは、自分を消化していく。部活

を一生懸命やって、勉強を一生懸命やっていくってい

うのが自己消化ですね。要するに自分を高めていく。

というのは一握りになっているんですけれども、スト

レスとなった時に、やはり、外に向かっていく非行型

に走る、あるいは内にこもっていく子どもたちの内面

のそういう乳幼児期に体験できなかった事をもう１回

どこかで、みんなが力を合わせてですね、体験させる。

それがですね、子どもたちの大人になる時の私は必ず

支えになるような気がします。それは、教育っていう

のは速効性を求めますけれども、それでも子どもたち

の心の変化に即効性は常にないわけですね。だからそ

ういう意味で、より関係性を持続していくっていうの

はとっても大事かなと思うんですよね。そういう背景

の中に地球とか家族とかの変容とか、あるいは先程猪

山先生がおっしゃいましたけれども、家族っていうの

はもうやはり、私はいつのまにか下宿化されていると

思いますね。食事を食べたり、非行の子に私は話をし

ます。食事風景を必ず聞きますと、１人で食べてるっ
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ていう子がとっても多いです。だから家族の下宿化と

いうのは、お母さんがご飯を作ってらっしゃる家族も

すくなくなってきているんですけれども。つくられる

とそれをどれだけそれぞれが勝手に食べたいって部屋

に行く。そういう下宿化傾向ががとってもあります。

小学校に私、アンケートとりましたら、朝からご飯を

食べてない子どもたちは17人いました。500名くらいい

る学校の中に。だから非常にそういう家族が下宿化し

ている、あるいは生活の時間がとっても乱れている。

この間、乳幼児検診をしましたら、３歳のお母さんが

ヒステリックになるからどうしようもないというその

子を聞いたら、夜は12時くらいまでスキンシップが大

事だということで。12時くらいまでお子さんをあやし、

遊んでる。寝るのが２時３時です。もうこれは現実に

本当に小さな片田舎で起こっています。だからこんな

風に非常に生活リズムが壊れてきている。それとあと、

私はそういう中で関係性を回復するためには、地域と

か家族が非常に孤独、孤立化しているからだと思いま

す。ここで地域といわれているんですんですけども、

また学校からも地域との連携といいますけれど、私は

地域の中をずっとまわっていますと、子どもと老人し

かいないんです。今、大人はみんな働きに出て行って

ます。それか専業主婦です。非常に子育てが孤立化し

ています。どこにも行きようもない。だから、そうい

う中で、どんな風に関係性を回復していったらいいか

ということですね。そういう中でこどもたちが完全に

守られているんだというような昔のいう、誰々ちゃん

のことみんな知ってるよというような空間作りという

のをどんなふうにしていったらいいだろうと思うんで

すね。そのためには私はやっぱり家族を支える地域と

かっていう風に、中でそこに少し心理的社会的介入と

して関わりを持続するという持論があります。関わり

を持続していく。相手を尊重しながら支援関係を作

るっていうのが、例えば、精神保健とか医療の世界で

はあるんですけれども、そういう関わりを持続するっ

ていうことをしていかないといけないんじゃないかと

思ってます。それは昔から、昔っていうか私も今47歳

なんですけれども、私たちが小さい時には、心を使う

とか心を動かすということがたくさんあったような気

がするんですね。例えば、ドア１つ開けるにしても、

とっても周りを気遣うとか、あるいは誰々ちゃんの今

日は誕生日だからっていうとケーキなんかでも、今

ケーキをしょっちゅう食べれる、欲しいとき食べれる

わけですけれども、昔はその時に待たないと心動かし

ながら待たないとできなかったことがたくさんあった

んだけれども、今そういうのがいっぱいすぐできるよ

うになっている。だからせめてこの地域の中で気にな

る子どもがいたら、誰がどんなのその子に心を動かし

てあげれるかっていう。そういうことがとても大事に

くるんじゃないかなと感じがします。そこで、時間は

ありませんけど、私は子どもとか青年とか老人などが

一緒に学びあうような場があるかどうか。何か非常に

世代が分割しているんじゃないか。お年よりは何か

どっかでゲートボールされてるし。何かそれぞれがそ

れぞれやっているんじゃないか。だからもう少しやれ

たらなって感じています。１つは私は開かれた学校っ

て何やろか、学校の先生方、教育関係の方は非常にい

らっしゃるんですけれども、私、具体的に開かれた学

校っていつも言われるんですけれども、どんなところ

だろうって思うんですね。そういった時に、非常に教

育がそういう中で崩れる時に、私は公民館でもいいん

です。コミュニティーセンターでもいいんだけど、学

校を核にして子どもを育てていけないだろうか。例え

ば、実際にどういうことかというと、行政とかあるい

は地域の中で何か行事をやったりすること、今このス

ケジュールが許されています。地域で何かやるときに

スイミングスクールがあるから、今日ピアノの発表会

だからといってこのスケジュールを優先するために非

常に集団に目を向けるということができなくなってき

ています。ところが学校の現場の中では私は学校を

もっと活用したらいいと思います。実際にこの間小学

３年生が社会科の時間に自分の町を知ろうという探検

する時間がありました。あれを僕はもっと活用したら

いいのになあとふと思ったのは、あれに親御さんたち

も行かないわけですよ。行く親御さんもいるけど。そ

うすると、私実際に子どもたち、ちょうど現場にいた

時にそういう体験がありましたのでいっしょにまわっ

てみると、神社の階段が何段あるとかですね、知らな

いわけですよ。どっか店に、ここにこんな店があって

ここがとっても危険だとかですね。そういうことを親

御さんと学校現場の人とかで子どもたちに直に体験で

きるわけですね。教科を使って。そうすると非常にそ
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ういう風にして開かれた学校というのは、実にそんな

ふうに、もう少しこう姿勢を変えるべきではないかな

ということをこの時ふと思いました。それで、この地

域の中でやっぱり老人とか子どもたちとかしかいない。

そしたら、学校にもっと、例えば具体的に言いますと、

学校の図書館をもっと開放していいわけです。地域の

人たちに。地域の中に子育てでおんぶしたお母さんが

本を読みにきたっていいわけですよ。お年寄りの人が

きてもいいわけですよ。他、授業参観がある時に、そ

の地域の人が見にきたっていいわけですよ。地域の子

どもたちの授業をですね。それくらいのもう何か変え

ないといけないときに来てるのかなということをすご

く思います。それと、私はこういう仕事をしてますと、

どうしても縦割り社会をすごく感じます。というのは、

子育て支援にしても、保育園もやってる、幼稚園もやっ

てるんですね。じゃあそのつながりがあるかどうかと

いってもないんですね。社会教育課が子どもの問題に

ついてこういう講演会をしますっていくと学校関係と

か保育関係とか、あるいは保健関係とかも全部関係す

るのに来ない。連絡がいかなかったり。民生委員だっ

てそうですね。全部偏って動いている。保守的に向かっ

て。地域の、例えば公民館で何かやるときに、地域の

どこかに行ったらいい。そういう何か縦割りの部分を

少し繫げられないだろうか。そのためには、そういう

やっぱりコーディネーター的なものが必要なんですけ

ども、それでも何かそういうことをどんなふうに育て

ていくかと言う事もこれからの課題かなという感じが

します。時間はありませんけど、私たちが子どもたち

と関わっていく時に、もう個人じゃどうしようもな

いってこと。私たちが周りの人とどんなふうに手を組

むかということですね。だから、カウンセラーが医療

の世界や教育の世界の屈指の人とどのように手を組む

かということですね。一緒にやっていけるかとか、も

う１回見直すべき時にきているかなということを思い

ます。ちょっと早口になりましたけれども、日頃思っ

ていることをちょっとお話しました。以上です。

上野

はい、ありがとうございました。西村さんのご報告

自体は本当に意義深いものですね。お仕事はスクール

カウンセラーのお仕事をされているわけですけれども、

学校のカウンセリングだけでは対応できない、それを

地域によって対応していこうという立場でお仕事され

ている、とういうことなんですね。それで今お話にも

ありましたように、子どもの基本的な生活習慣が崩れ

てきている。そしてそれはおそらく子どもの基本的生

活習慣が崩れているのではなくて、親の基本的習慣が

崩れているんだろう。そのあおりをやっぱり子どもが

直接ダメージを受けているのではないだろうか。そこ

で、それが思春期になっていくと、こうやってあちこ

ちとぶつかりながら、自分を作っている。まぁある種、

確立していこうとする時にもう１回乳児期からの発達

の未消化の部分を再度作っていこうとする時に問題と

して出てきているのではないだろうか。それを支えて

いくための姿勢作りといいましょうか。そういうこと

が大切ではないかというお話だったと思います。それ

では今のような問題につきまして今度は１人の母親の

立場として、ご発言いただきたいと思います。それで

は、窪田さんお願い致します。

窪田

こんにちは、窪田です。私は1956年生まれ44歳、高

校２年生３年生の子どものいる母親です。まさに今、

17歳問題であげている母親の１人として、等身大の自

分をだして、１つ発言させていただきたいと思います。

まず、バスジャック事件が起こった日の我が家の風景。

まず、母親が犯人が高校生だと聞いて「え!?もしや

…」って不安が頭をかすめました。「まさかね」とおも

いながら「でも」。こういう事件っていうのは、もう最

近では他人事ではすまされまい恐さっていうのが潜ん

でいると思うんです。もう随分前から、うちの子に限っ

て、というふうなことはないと言われてきました。け
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